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ふ 明明

技術報告

野菜栽培におけるパーク資材の使用方法について

北大農学部

石狩北部農改

田村春人・秋荷紫ー・中野菜樹・今河 茂・相馬車ま之

臼漂茂明

作物の生育には土君主の物理的機能の良否が大きな影響を与えるので、土君主改良によって排水性、

保水性等を良好にする必要があるが、その際土壌改良資材を用いると効果の高いことが知られて

いる。そこで、土君主改良資材としてパーク資材を用い、 2種の使用方法について土君主改良効果を

検討した。すなわち、実験Iではパーク資材土獲表層混合法(混層耕法)について、実験IIでは

ノミーク資材充てん透水ゾー γ造成法(有材心破法)についてそれぞれの効果を調べた。

材料及び方法 使用したノミーク資材は樹皮と豚ぷんの混合物を完全に酸醇分解させたもので、

肥料効果はほとんどないが多量の孔げきを有し、第1表に示すように保水機能が極めて大きく排

水機能も優れている。実験Iでは処理区の畑に20t /10 aのパーク資材を投入し、深さ20cmのロー

タリー耕を行って土君主と混合した。対照区は同じ深さにロ タリーをかけるのみとした。両区に

ダイコソ a耐病総太り'を作付けし、生育状態と両区の土獲物理性を調査した。栽培概要を第2

表に示す。実験IIでは大型機棋の踏EEによって形成された難透水性土層に起因する排水不良を解

消するためにトレンチャで透水ゾーンを造る際、単に溝を土で埋め戻すのではなく、第 1図に示

すようにゾー γ下部にパーク資材を入れて透水効果の持続を図る方法を採った。実験の性質上、

連作に適し多量のかん水が必要な作物であるセノレリーを選び、品種は‘コーネノレ619H'を用い

た。第3表に栽培概要を示す。認査は収穫時の生一長室と施工畑の基本土壌物理性について行った。

結果及び考祭実験 I 第4表に示すように、パーク資材の混合によって土援孔げきが増大し

て通気性、保水性などの物理性が良好になっていることが確認された。生育中の調査結果では、

最大葉長と糞数は処理区のほうがやや大であったが、捜部については有意差が認められなかった

(第2図)。収穫時には第3図と第4図に示すように、葉重と根重が処理区において大きく、奇

形叡の発生率には両区間に差が認められなかったので、パーク資材の使用によって収量が増加し

たと考えられる。なお、明年はこの効果が持続するか否かを確認するとともに、パーク資材を更

に追加投入した場合め効果についても調査する予定である。

実験日:施工畑の基本土援物理性の調査結果は第5図のとおりで、土壌表面から3肘mほど下方

に楚透水性土居があり、排水と保水が極めて不良な土壊であることを示している。施工後の透水

性は調査していないが、大量かん水後に未施工部分の土皇室表震には滞水が見られたのに、透水ゾー

ジ造成部分では表層の水が速やかに退くことが観察されたので、透水位が良くなったものと判断

される。収穫時の生長量を最大事王長について見ると、埋め戻し区(A)、ノミーク資材充てん区(B)

及び対象区(C)の3者間に差が認められなかったが、全重量ではA及びBとCとの聞に大きな差

が生じた。ただし、調製後の重量すなわち品質不良の外葉を除去した場合には有意差が認められ

なかった(第6図)。しかし、これは適郊をやや過ぎて収穫したたために外葉が老化しており、

生育の進んでしたA、B南区の除去葉が多くなったことによると考えられるので、適期に収穫し

ていれば、両区の収量は対象区を上回っていたであろう。 A、B間に差出:見られないのは、施工

当年は南区とも同様の透水性を有しているからであるが、次年以降はA区の透水性が次第に低下

してゆくのに対し、 B区ではパーク資材充てんの効果によって透水性が保持されていることが期

待できる。したがって、この点を確認するために明年以降も調査を継続する。
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ノてーク資材充てん透水ゾーン造成法第 l思

[i主]第2、3、12えび6M
中のカラムと錨の縦梓(工}は

平均f自の95%1昌頼区間を示す.

第4韮 ダイコン由表層('p屑)の士j童相理性
仮比重fLげき量古水量水分飽和度透水係数
豆/co3 CA3/g g/~ CZ

1JCR3 cm/s 

0.78 0.89 0.51 0.57 lxlO・2

パヲ資材の物理特性

特性値
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第 1表

特性項目

孔げき量

排水孔げき量

保水Jしげき量
盤和透水係数

水分

z X 10-3 0.56 0.42 0.74 0.89 
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第2表ダイコン・酎病総太ワ'の耕種ほ要

月日 作業内容

6. ) 7ライムギすき込み (h叫.¥rラウ)
8. 3 ロータリ耕
8. 5パーク資材散布 20t/lOa 

8. 9 &軍慰〈複合肥料} 陥.PI0， K5 kg!lOa 

ロータワー耕(渓さ20cJIまで混合)

8. 10 うね立て(ロ刊-Mt、かま宙こ培土器}

8. 12掻種 (70c'X25clI)

8. 26間引き、除草

9. 26生育中調査
9. 28追起〈尿葉、政般加里 N5.日 kgjlOa
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セルリ- 'J-~ j\. 619H'の耕種援要

作業内容

捕檀

石灰散布 生石灰 400kg/lOa 

持上げ COlO.5cJI，1Mネ..'Jネ..'Jr ) 
透水ゾ ン造成(トレ〉チャで幅13c1I、深さ印C調〉

施肥(複合肥料 NZO.P40， K20 kg/lOa 

7. 8 ロータリ一説(漂さ 15叩}
7. 9 ポリマルチ (O.03:n1X150c温黒)

7. 12 定値 40c_X30c:r.3列締え)

8. 20 芽欠き、除:;;r

8. 23 追!e(窓罪、政重量加里 N20.;;:20 kg/lOa 

8. 25 車冷しゃ強ワー T 印O~誌、 180c I:I

lC. 6 眠穫時調査

薬剤散布は生育中に6回実施
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明議
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